











]apanische Cblrur ie 





(Arch Jpn Ct耐） 京都大学医学部外科整形外科学教室内
日本外科宝函編集室
③二互ヨD
CONTENTS OF VOLUME 62 
Topics 
Revascularization of Extracranial Cerebral Arteries ・lzuMI NAGATA ( 1 ) 
Skeletal Muscle Pump as an Alternative to Heart Transplantation . ・ ・ ・ーー・・・ ・KAzuNOBU NISHIMURA ( 47 ) 
Gene Therapy in the CNS…・.........…・……－… ・ ..MINORU Hos；王IMARU( 133) 
Recent Problems on the Treatment for Hepatocellular Carcinoma .. .... ・YosHIRO MATSUMOTO ( 193) 
Quantative Assessment of Intraoperative Stress in Hepatectomy・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・YASUYUKI SH!MAHARA ( 215) 
Segmental Autotransplantation of the Pancreas for Pancreatic Cancer 
or Chronic Pancreat1t1s ・ ・ーー ・ ・ ・….......…ー・ ー ・ー－ ・..・KATSUHIRO TAMURA ( 285) 
Original Articles 
A New Experimental Model for Gallstone Pancreatitis: 
Short-Termed Pancreatico Biliary Duct Obstruction and Exocrine Stimulation 
with Systemic Hypotension in Rats ．．．．．．．．．．…ー＂＇ TETSUYAHI臥 NO,et al ( 3 ) 
Effect of Ethanol on Pancreatic Lysosomes in Rats: 
A Possible Mecham n for Alcoholic Pancreatitis ・ ー・・…............・ e・........・TETSUYA HI臥 NO,et al ( 16 ) 
Heat Shock Response for Ischemic Kidney Preservation and Transplantation ・ ・ ・ ・ ・ HIRONORI KANEKO, et al ( 24 ) 
Experimental Study on Reversibility of Neuronal Function in Rats 
with Congenital Hydrocephalus 一・ー.......・ e・－……...・ e・－…・..・……＂＂ """"" • KUNIO Y AMAMURA ( 33 ) 
E庄ectof Total Parenteral Nutrition on Liver Mitochondrial Function in Mature Rats 
""MITSURU TANA臥 etal ( 49 ) 
Isolated Perfusion of Rat Livers: Effect of Temperature on 02 Consumption, 
Enzyme Release, Energy Store, and Morphology －ー ・ー ーー ー ー .. SHIRO FUJITA, et al ( 58 ) 
Induction of HSP70 and Neuronal Damage Following Transient Cerebral Ischemia 
in Rats"""" 
Angiogensis on Encephalo-Nyo-Synangiosis the Effect of Basic Fibroblast Growth Factor 
Experimental Analysis of Cytotoxicity Mediated by Activated Macrophages 
against Glioma Cells in Mice 
Studies on Early Enteral Nutrition for Patients with Gastric Cancer from the View 
of Immunity 
Study of Effect of Surgical Stress on Immunity in Patients with Gastrointestinal Cancer 
Relation of Epidermal Growth Factor Receptor Concentration of Growth 
.. SHOGO NISHI ( 71 ) 
一HIROAKIKUBO ( 82 ) 
ー・KENJIOHYAMA ( 92 ) 
・HIROSHI TANABE ( 135) 
HIROSHI TANABE ( 145) 
of Human Esophageal Cancer Cell Lines .. YuTAKA SHIMADA, et al ( 153 ) 
Transplantation of Basal Forebrain Cells of Fetal Rats into the Subarachnoid 
Space: Improvement of Disturbance of Passive Avoidance Memory due to Injurγ 
of Basal For伽 am ・ ・ ・ ・ ・ ・ 一…・・・ . . • ・・KAzuMITSU KYOSHIMA, et al ( 195) 
Serum Cathepsin B Levels, Urinary Excretion of Cathepsin B and Tissue Cathepsin B Content 
m the Patients with Gastric Cancer ・.・ ・・・・ ... ・..・ 6・ー．，． . TETSUYA HI臥 NO,et al ( 217) 
E仔ectof Nutritional Status on Hypothermic Liver Perfu日on ......町 e ・ ・SHIROFUJITA, et al ( 222) 
Evaluation of Oxygen Necessity during Hypothermic Liver Perfusion － － ・..• . • ・SHIRO FUJITA, et al ( 228) 
2 
Comparison of MR Angiography with X-ray Angiography in Patients with Ischemic 
Cerebrovascular Diseases －…・ ・ー一－－ー…・ー－－ …・ － …・ …… DALI YIN, et al ( 241) 
Ligature and Excision Method with Diathermy for Haemorrhoidectomy: 
In Comparison wi出 ConventionalMethod ・ ・ 一 ……－－ …ーー・・ー TETS山 AHIRANO, et al ( 249 ) 
A Morphological Study of the Lesioned Carotid Artery: Comparison with WHHL Rabbit 
and Japanese White Rabbit・・ －一 ..• . ..... ・ー…一 … ・YOSHINO町 MURAYAMA( 254) 
Development and Medical Application of Er-YAG Laser ・ ・ .・ ... ・YosHIFUMI OKAMOTO, et al ( 265) 
Effect of High Dose Nicardipine in Patients with Ruptured Cerebral Aneurysm 
・ ・ .H1ROYUKI K.ITANO, et al ( 287) 
Clinical Studies 
Cementation for the Giant Cell Tumor of Bone …・ EIJI MITSUNAGA, et al ( 116 ) 
Operative Cases of Diverticular Disease of the Colon: In Comparison with Colo-Rectal Cancers 
""TESTUYA H1貼 NO,et al ( 294 ) 
Case Reports 
Leiomyosarcoma of the Colon in Newborn: A Case Report and Review of the Literature 
・SH町IIKEDA, et al ( 166) 
A Case of Pancreatic Cancer with the Sign of Leser-Tre!at ・ e ・ ・TETSUYA 印刷NO,et al ( 203 ) 
A New Method for Coronary Artery Reconstruction in Patients with Recurrent Aortic 
Prosthetic Valve Endocarditis and an Inaccessible CoronarγArterial System 














永田 泉（ 1 ) 
ー西村和修（ 47 ) 










一平野鉄也，他（ 16 ) 
・ー 金子 弘真，他（ 24 ) 
ーー山村邦夫（ 33 ) 
に対する影響 …………… ・・ ・・・・・・・ー ーー ・… ．，…・ 0・・0・0 ・ー 田中 満，他（ 49 ) 
ラソト肝潅流法（酸素消費，酵素逸脱，エネルギー貯蔵および
形態における温度の影響） ……………………………・…ー・ ・ ・ ・ー・…藤田土朗，他（ 58 ) 
脳虚血再潅流モデルにおける Heatshock protein 70 
(HSP70）の誘導と細胞障害について ・ ••••••••••••••• · ••• ••••·• · • ··，… ・ ・ ・ ぃ………西 正吾（ 71 ) 
Encephalo-Nyo-Synangiosisにおける血管新生















’久保洋昭（ 82 ) 
・…大山憲治（ 92 ) 
・田辺 博（ 135) 
田辺 博（ 145) 













Er-YAGレーザー医用応用への基礎的研究… …・・・・ー ・・・・ … ・ ・・・ ・・ー 岡本 好史，他（ 265) 
破裂脳動脈癒患者におけるニカノレジピン大量
持続療法の効果 － －－－…・……ー ..... ・ ・・・e・e・－ ........ … ……北野浩之，他（287) 
臨床
骨巨細胞障に対する CEMENTATIONの経験 … ・…ー． 、ー －一一・・4 ・・光長 栄治，他（ 116) 
大腸憩室手術例の検討
一大腸痛手術症例との比較ー ・・…・…－ ••••. ••• ••••• •• •••• •• ………・…・… ーー 平野 鉄也，他（294) 
症例
新生児の上行結腸平滑筋肉腫 1f?J報告と文献的考察 ー・ ・ ・…一。 －… ......池田信二，他（ 166) 
Leser-Trelat徴候を呈した醇癌の l例 ーー …・…......一－ － － － 一ーー・・…平野鉄也，他（203) 
4回の関心術による癒着のため冠動脈走行が判定不能であった
大動脈弁給部膿蕩に対するトランスロケーション法における
冠動脈再建の新方法 ・ ・ ・・…－…・ ー ー……・・ ・一 一・千葉幸夫，他（297) 
平成4年 京都大学脳神経外科同門会集談会 … ・ーー ・ー・・・一…………・・・・・…・……… …ー・… ・・…（ 172) 
第23田中国・四国神経外傷研究会 … ••• • ..・ ・a ・ ・ ・・・・・・..•••••• •• ......・ e・.( 125) 
第4回京滋大腸虹門疾患懇話会ぃ・ …...・e・・..・・・・・ 一 一 ・・…・…・（209) 
第6回 中園地方脳神経外科手術研究会 … ・……－－－－－－一一－－ ·•· •.•• ・.......…....・（ 189) 
第24回～第26回京滋乳癌研究会 ）?? 、?? ， ，?（．?．?．?．?




Akiyama, Tetsu ・ ・ .・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . ・ ー・…・・・ー 1ー53 





? ， ，? ?。?．?．?．?．?．?
[F] 
Muraoka, Ryusuke ・ ・ ・ ・ ・ e・・・．． ．． ．．，ー． ．．．．， ・297 
Murayama, Yoshinori ・・ ・・・・・・・e ••••• • •• ・254 
[NJ 
Nagase, Hiroyuki 166 
Nagata, Izumi ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1
265 I Nakamura, Ke叩ro ・ ・58,222, 228 
Nishi, Shogo ・ ・ ・・..・ ・・… ・・・・・・・.・ ・... ・71
Nishimura, Kazunobu －・・・・・・・… －・・・・ー・・47
[OJ 
Fujita, Shiro ・.......... … ・ 49, 58, 222, 22a I 0♂no, Hitosh1…・…e・e・..…・・0・.......• • •.. 265 
Ogawa，恥1ich10 ・・・.... ・・・・・・ .. 166 
[HJ 
Ohyama, Ke吋1・・ ・…・ー… ……….・・・・・92 
Okamoto, Yoshifumi ・ ・ ・ 一一ー－・ー・－ . . . 26 5 
見 m，別 IOkamu Hamamoto, Isao・
Handa, Jyoji ・ 195 I Ozawa, Kazue ・ ・ ・ー・…・… ・・ ・49, 58, 222, 228 
[P] 
Kaneko, Hironori ・24 I Shimぬara,Yasuyuki 
Katayama, Tetsuo・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ .・ ・・・e・・..•• . • •. • . 49 
Kitano, Hiroyuki －・町・・ ・・ .•...... ... .. .. ............ . 287 
Kobayashi, Akira －・司 ・・・ー・ ・・....265 
Kobayashi, Nobuhiro ・ • • • ••• • • ・・・・・・ ・・ ・49 
Hirano, Tetsuya ・ ・ ・ －・ー ・3, 16, 203, 217, 249, 294 
Hosh1maru, Minoru ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・0・0 ・.•· 133 
[I] 
Ihaya, Ak10 ・・・・・・・ e ・ e・e •• ・ー ・ー … .....・・297
Ikeda, Shi吋i － ー…・・・・・….................…ー ・ー ・ 166 
Imamura, Masayuki 守・・e ・ ・ー・ー ・ー ・・・・・・・・・・153
[K] 
Perdnzet A. George ・e •• ・ー2・・0・・．．．．．．．，．ω・ 24
[SJ 
Schweizer T. Robert・・ 4・・ a・a・・…・… … ・・・・・ ・24 
Sera, Y oshih1sa ・ ・ ・ ・ ・ ・・ー ・ ・ ・・・・・166
Shibata, Taihoh ・・ ・・・・・・e ・h ・ー・ー いーー・・…－－ 1ー16





Takeuchi, JuJi ・ ・ ・ 0 ・… a 。，．，．………．．．，…241
Tamura, Katsuhiro・4・・0 ・e・ ・・・e・・ー ・ー・・ ‘ 285 
Kyoshima, Kazumitsu 
Kubo, Hiroaki ・ ・ ・ ・ …........…… … ・…・ー ・ 82 I Tanabe, Hiroshi ・ ・ ・…・・ 135, 145 
195 Tanaka, Koichi －－－ー ー・ー ・ー － a ・・49,58, 222, 228 
T阻 aka,Mitsuru －・4・・・・・・・・・ . ・ ・・・・・・ーー ・ー・49
(M] 
恥fanabe,Tadao ・ ・ ・・・ ・ ． ． ，・3,16, 203 
Matsuda, Masayuki ・・・・e・・・ ..・ 195,287 
[U] 
Matsumoto, Yoshiro・e －・ ・ー ・ ・ ・ ー193 I Utsunomiya, Hirofumi ・ ・ ・ ・・ ・ ・  ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・49
Uemoto, ShinJi ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・e e・ベ・・－ ・49
加litsunaga,Eiji ・ .•.• ー・－ … . •. • . •. • •• 116 
Morioka, K。ichi・ ・・ー・・・・ー・・ ・ ・・・・・ •. • • ・297 
6 
Ym, Dali・ ．，，．．回目・・・・・・・ーーーー ・ー・・ ・・・・・目・・・.....・241
[YJ Yoshioka, Hidenori 圃 ・ ・ー・・・ー・203,217, 249, 294 
Yamamoto, Hirotoshi ・ －・・・田・・166
Yamamura, Kunio ・ ・・・ー・－－－・－－－ －－ ・・33




Activated macrophages・・・・・・・ ・・92 I Encephalo-myo-synang10s1s ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ー・ー・ー .ー. ・82
Alzheimer’s disease ・ … ・・…・ … － ・－ 195 I Energy metabolism ………......… …一一・…・・49
Angiogenes1s ・ ・ ・ ・ ー ・……・ ・ ・ー ・ 82 I Enteral nutrit10n………‘一－ －－－一ー ・・・……・・・135
Aortic counterpulsation ・ ・47 I Epidermal growth factor-・・ ー ..・ E・ ・153
Aortic root abscess ・ ・・ーー・ ・・・・・・・・・・.297 
Arterial keton body rat10 ・ 215
Atherom vaporization ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ーー 265 
Autotransplantation of the distal pancreas segment 
一・285
[BJ 
Epidermal growth factor receptor ・ ・ω・.・..・ a・…..・153
Er-YAG laser ............... ・ ・ ....・ ・・・....・265
Esophageal cancer cel line ....ー・・ ・・ ・ーー・ー・ 1ー53
Ethanol ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・ー ・ー － －－－ － － －・ー.. ・ 16
[F] 
Fiber transmission ・ .・ ・ ・ ・ ・ . ・ ・ー ・・・一 . ・265 
B叫 fo的 rain・ ・・ ・ ・ ・195 I F問団di叫 "・228 
Basic fibroblast growth factor . ・ ・ ・ . ・ ・ ・・e ・....・82
Brain transplantat10n ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・ ・e・・・・・・ 195 [G] 
Brainstem auditorγevoked potential ・ ・ ・ ・ 33 I Gas町 cancer . 135,217 
[CJ 
Ca antagomst 回目・田・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田・・ 287
Caerulein ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・ ・ ・ ーーー.・ 16
Cardiomyoplasty ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・47
Carotid artery ・ ・ ・・ －・－・ ・ ・ ・ー1,254 
Cathepsin B ・ ・ ー ・ ・ ・ ・・ ・3,16, 217 
Cementaion ・ . ・ ・・・・・・・・ 4・・ム.一・ー・ー・‘ .・ー ・ー116 
Cerebral aneurysm . ・ ・ ・・ー ・ ・ーーーーーーー・ー E ・E ・287
Cerebral ischemia ・ー ー ’一・‘ ・ ・－ ・ .. ・71 
Cerebral ischemic diseases －．．．．．． ．．．．・・ ・ー ー241
Cerebral vasospasm ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ー ーー ・ー・・・・287
Children ・ ・ ・ ・ ー ーー ・・・・0・・・・・ ・・・166
Chronic pancreatitis －－－－ －－・－・－・－・... .ー・285 
CNS ・ ・ ・ ・ ・ “ ・・ー・・ー・ー・ー・・・・・・ 133
Colon ・ ・ ・ ー・ ・ー...ー ・・・・・・・・ー.・166 
C叫 enitalh凶吋
Gastrointestinal cancer ・ ・ ・ .. ・ ・ ・ .・ ・・ 145 
Gene therapy ・ ・ .・ ..・ .. ・ . ・ ・ ・ ・・・・・ー・・・・・・ 133
Giant cel tumor of bone ”・ ・・・ー パ・ー・.......E・E・ー116
Glioma ・ ・ ・ ・ . ・ ・ ・ ・ ・ E ・E E ・ ・ 92
[HJ 
3H目TdRrelease-assay .... ・ .. ・ ..・ ...・ーE・・・・ー・ 92
HCC・E・ ・・・・・・ E ....・ ・・・e ・ ・ ・ー....193 
Heat shock protem (HSP) ー ・ … ・・.....…・24
Heat shock protem 70 (HSP70）…・… …… ......…71
Heat shock response (HSR）・・ ーー ・ー....・ e・E ・ ・24 
Hepatectomy ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ －… － a ・ 215
Hepatitis C virus (HCV) ーー… リ ・… ・ … ・・193
H yperlipidemia ・a・・・・ e・e・ ・ • ・ー・ー ・・ ・・・・294 
[I] 
司・ 92
51Cr-release-assay －…・…ー ・ー・ ・・－・ 一......”・92 I Immune activity ・ ・ …………・…・………135,145 
Cytotoxicity ・ ・・田・町 .. 92 Intimal th1ckenmg ... ・・・.........................254 
lntraductal hypertension －ー ーー ー ー ・ ．ー ．，・3
[DJ lntrahepatic metastasis . . . －・・・E ・ー ・ー 193 
Diathermy .・・・e・ 249 Ischem1c tolerance ・ －ー ・ー・・，．．．． ・一ー ....... 71 
D1verticular disease of the colon ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・294
[K] 
Kidney preservation . ・ .・ ・ .... ・ .・ ・・・・・ー ・0・・24
8 
Kidney transplantation ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ .・ ・ ・ ・ ・ ＇ ・ ・24 Prosthetic valve endocarditis ・ ・ ・ ・・・・・－－－ ・・・ 297
PTA ・ ・ ・・・・・ ・ ...・ ・・・・・・ 265
[LJ PTCA ・ ・ ・ ・ ・・・・ー ー ・ー・・・ー・・4・ ・....・265 
Le10myosarcoma ・ ー・・・・ー ・ ・・・ ・・4 ・166
Ligature and excison method for 
[R] 
haemorrho1dectomy・ ・ ・ ・ ・ ー ・・・ ・ーー ・0・0・249 Rat ・ ・・ 司・ …・ー ーー・・……－－－…・・・・・・・－… ・・・・71
Liver ・・・ ・ ・・ ・e ・・ー ・・・・・・・ー. 58, 222. 228 Reconstruct10n of coronary arteries ・ ー・・・・•. ，・・ ・297
Liver dy山 nction・ ・・…・… ..…－…・…・49 j Red1町 ibutionby lysosomal enzyme ・…・・16 
Liver function ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・・・・ ・ー ・ーー ・・・ー ・・215 I Revascularization ・ ・ ・ ・ ・ ーー・・・ ・・・・・・ ・・・・・’l
Lymphocyte subsets ・ 。．．目。0・・・・・・ー・ ・ 1ー35,145 
Lysosomal enzyme －・・・ー ・・ー・・ ・ －ー ・ －ー －・217 
[SJ 
Lysosomal enzyme －…・ － － －… －・…・ー… ・16 j Scanm時 electronmicroscope ・ ・ ・ 一… ・・ー ベ ー82
Lysosome ・ ・ ・・‘，. .. ．， ・・一 ・ •· 3 I Secretm・ ・ーー..司 ・0・e・ー ・ー・ ・・・・・・・・ 16
Sign of Laser-Trelat e ・・・ ・・・0 ・..・e ・・.・203
[MJ Skeletal muscle pump ・ ・・・ー .....，目・田・・・ー・・ ・47
Mitochondria ・・ 3 I Skeletal muscle ventricle ・ ・ . a・・・・・0・0 ・・・・・47
Mitochondrial phosphorylanve activity ・ ・ ・ ・ .・ ・ ・ • 49 I Soft agar culture e・・・・ ・ ・h ・a・－……・………153
Mitochondrial redox state ・ ・ ・ ・ ・ー ………………215 I Somatosensory evoked protent凶…......…………33
Monolayer culture ・ ・ ・ ・ ・ u ・・ … ・・・ 6 153 I Subarachnoid hemmorrhage －……，目…ー …田……・ 287
Mouse・・ ・6 ・ －ー … ・・・0 ・…........・ 0・0・ ・92 I Subarachnoid space ・ －－…・・・…・・…ー ・ ・・・ー…ー 195
Moyamoya disease －一・… ………・・……… ・…・ ・82 / Surgical stress ・ ーー ・・・…ー・ー … … ，． 145, 215 
恥1RIangiography ・ ・ ・ ・・ ・・ e・・・・・・..・・・ 4・・241
恥1ulticentricoccurrence ・ ・－・－・－ －－－－・ ・193
Neuronal damage ・ ・ 
Nicardipme 






Organ preservation e ・ ..・ー ・一－ •. • ・28, 222, 228 
[TJ 
Three color flow cytometηr ・・・・－－ ・ ・ー ・ー135,145 
TNF-r・・・・・・・.・・ ・白色 ・・・・ ・－－－ … h ・ ・・92
Total pancreatectomy・..・… －ー・・・ ・ .ー...・285 
TPN ・ ・ ・ ・ －ーー ー ・ー ー ・ ・ ・49
Translocation of the aortic valve ・ ・ ・・・・ー ・ー・ ・297 
Transplantat10n －ー・ ーー ー・ e・・・・ ω・・... .. . ・222 
[VJ 
Oxygen consumption … ・ぃ・ t・ ・・・－ － …58 I Vascular in,リury －ー ーー … －－・－……・ 一・254
Oxygen... ・ －ー ー ・ー・・ー・.・ H ・・・・ ・228
[PJ 
Ventriculo・peritonealshunt ・・E a・・・ー・・........... ・33 
Vertebral artery ・ ー，... .• ーー ・・・・・・ ・ー・・ー・・田1
Visual evoked potential 
Pancreatic cancer ・203, 285 
Pancreatic 1schemia ・ ・ －ー ーー ー....・・・6・ ・ ・・・3
Pancreanco・bi!旧rγductobstruction ’ー……・ ・ー • • ・ • 3 I Warm 1schemic kidney ・ 
Pancreatitis・ ’E ・ ・・・ ・・ －－－・・… e ・ 16 I、"IHHLrabbit ・ ・ 
Partial hepatic resection － ・…・・・ー・ ．．．．、..193 






Perfusion .... ・58, 222, 228 [ X-ray angiography ・ ・ ・ ・241 





秋山 徹…..... …・…・－－ ーー ・ー・ー ・…・153 
粟津 篤司・…… ・……一一一..・0・・.・0・…・…… ・…265
[BJ 
村岡隆介・………ー・ ーー －ー－－－－ … －－ ・・・297 
村山佳則 ..・.. .… … －－ －－－…ー …・254
[NJ 
永瀬浩喜……… ー －ー－－－ ・ .ー..・・166 
永田 泉－－……...・
[CJ 
伴 敏彦 ーーー・ー －－－－－ ••• ・ ・ ・・・・・・・265 I中村賢二郎 一 ・ ・ ・ー・ ・ ・…・....・58, 222, 228 
西村和修・ E・E・.......・e・－…..・ e・ ・・・・.....…・・・・47
千葉幸夫ー・・・・・・・・・・・.............. ・ ・，・297
[F] 
藤田士朗 ・・・・リ・・…・・・・・・・・・・・・49,58, 222, 228 
[HJ 
浜本 勲－… ，．．…・ …58,222, 228 
半田譲二－－－ …ー －…，........・ E・－… •• 195 
平野鉄也－ － ・・・…3,16, 203, 217, 249, 294 














片山 哲夫・・・・…...‘0・h ・a・－－…・・・………… ー ・49 
北野浩之・……・….........…………・…・…－ 287 
小林 彰…… ・………・・…ー ・・・一…－－－ 265 




真辺 忠夫・・…．．．．．，固い・ぃ・目 ・…・....3, 16, 203 
西 正吾…ーー ・ ・ー……… ・ ・・ 7ー1
[OJ 
小川 道雄 6 ・・・・・ ..…．，．．．．…－－ … . ・166 
荻野 均・…・・…・…・ー ・・……・・………....・ a・・265
大山 憲治，，，．…… ・・…...・・ー ・…一一一ー … .・ 92
岡本好史－ e ・・・.........・－…・・・ －－・・・・・・・・265 
岡村 隆仁ー ・ ・……・ ・ー…・・・・……・…・・49
小津和恵 ・0・ー… …ー… ・・…...噂・・・49,58, 222, 228 
[P] 
Perdnzet A. George ・ ・ ・ ・・・・0・0・9・e・・・e・・・・・・・・24
[SJ 
Schweizer T Robert・・・・・・・ー・田・ ・・回目・・・・・・・・・ e・24
世良好史…・…ー…… ………… E・E・E・E・.. 166 
柴田大法 ・… E ・ーーー…・ー … …一.......・116 
島田 裕ー ..・ E・.....司司司・ー ・・・…・・…・・153
蔦原 康行ー・ 回・・・一 ・ ・ ・・…・・・・・…一 ・215
[T] 
武内 重二ー ・・・…ー い‘ー ー‘・・・ ・・ ・ ・241 
田村勝洋・… ……………… －－ － • 285 
田辺 博……－－－－・－・ ・ .ー..........• 135, 145 
田中紘一・ーい口口・・… ・ ••• ・49, 58, 222, 228 
田中 満ー ーー ・ー・・・・ ・・目・・ “ ・・49
[U] 
松田 昌之……………・… υ ・e・・・・・・・・ー 195,287 ｜上本 伸二……一・…………ー…………・・・49
松本 由朗....・ e・－…・……－－－－－－－－－－…… 193 I 宇都宮裕文…・…・…・…・・・・0・ー …・・…・・… u ・・49
光長栄治・………・…… … ・……………116




殻 大力 …………・……...…・…・・……一 ・241
山本 裕俊白 ・・・ ••• ，，．．・・・・・・・・ ・166 I吉岡 秀憲 …－・・… •••• .•••. ••••••• ・203, 217' 249, 294 
山村邦夫一…ー ー ー…・ ・ 0・・ ・ー ・…・・・33
11 
物 件 索 引（カタカナ表示の物件は，そのローマ字表記にしたがった）
[A] 





C型肝炎ウイノレス ・ー・ 0 ・.....・.・・・.........193 
チミジン放出試験…・…ー……・ー ー………ー . 92 
瞬、性脳幹反応 ・・・ーーー ・ ・田ー ・・ー ・田・……・33
中枢神経系 .....・ ・・ー......・ e ・・….........・ e・133 
[DJ 
大腸 ・ー ・・ ・ー …一…・ー…… ・－……・・ 166
[I] 
遺伝性高脂症ウサギ・0 ・0 ・……………＂ ＂・254
遺伝子治療.....・ 一一……………・…－ • . 133 
胃癌－ －－ －……・………………… 135,145, 217 
移植 －ー・ ・－ー ……・・ ．．，…... ・a ・・222
日］
痔核結繋切除法－……司・・・ ・－…ー ・ ・249 
腎保存・…ぃー－一ー……… ・・……… ・ー …...・ e・24
腎移植ーーー… ー……一一.，•• ，一…・…・・・ …. 24 
人工弁感染性心内膜炎…ー…… ・ー ・ ・ー …＂＂ 297
上皮細胞増殖因子・ー．， ・・ー ・ー －－・…－－－一153
上皮細胞増殖因子受容体・・目.......…ー ー……・…153
受動的回避学習・・...・・ F E…………・……一一・195
大腸憩室症 ・ ・・・294 I [K] 
大動脈弁輸部屋蕩 ーー ・ー…・ ・297 I冠動脈再建法・・…・－－ …・…・……・……・297
大動脈カウンターパイノレセイション……...., ..• ・ ・47
電気メス ・・ー－ a・..・・・・・・・・・・…・・・・・・・………回目・ 249 
動脈血中ケト γ体比一.........………ー 一 ・0・・0 ・215
[E] 
栄養 ぃ……・・……ーー ・ー…… u ・U • • • 222 
エネノレギ一代謝ー －－－－－－・ －－…・．， ・49 
塩基生線維芽細胞成長因子－ ・・ー ・……－ .. ・82 
エノレビウムヤグレーザー ー ・－一－・…・・・・・・・・...・265 
エタノー ノレ・・・・・ ・・・・・・・ー ・ーー.......・ a・・・ー 司ーー 16
[F] 
ファイパー伝送 － － …….....・H ・－－－…・0・265
フリーラジカノレ ・ •. • ・a・・・・・ ・・・ー・ー－－－－'"228 
[G] 
T型インターフェロソ・・ー一 ••. . • …日且日・・・ ・92 
外科侵襲……・…，H ・H ・－ … －－………ー ・…145,228 
グリオ＿， ・・・句・・ ・ー ・…・…－－……....・..・92,145 
[HJ 
平滑筋肉腫 －－－……… ・・ ・ ・・・ ・ ・ ・166 
閉塞性脳血管障害・…・・・．， ••••••••• •• ・ ・・ ・241 
補助循環ー－…・…－－－－・・ ・－ －－一一 47 
肝機能異常…………・ー…………………ー ・49
肝機能的予備力 ……・…・・…，…－… ・ ・215 
肝ミトコンドリア酸化的リ ン酸化能－－－・ いー ーー ・49
肝部分切除術 －－ －－－ ・・・・・・・ ーーー ・・・193
肝内転移 －－－－－ …ー・ ・… … ・ー ・……・……193
肝細胞癌－ー …ー・…・ー リ 目・ ・ ・…一一一ーーー 193
肝切除術……・・……・… ...・H ・－－… － ・ ・・・・215
肝臓 ．， …ー．，．． ． ．・・・.58, 222' 228 
カノレシウム括抗剤 ・ ーー … － ..........ぃ…287
活性化マクロファージ・・・・・・・… ……・一一一一 . 92 
カテプシンB ...・ ・・・ ・ ・・・・・ ・3, 16, 217 
経腸栄養 .....……….......…・…一 － •••• • 135 
頚動脈 ・ ……....... .…… …ー ・・ ・…一 ・254 
血管新生・…………… －－－－－－・・・－…....・ H ・＂82
血管損傷 ‘ー…一 －一…・－－…・…・…・…＂254
血行再建術
骨格筋ポンプ ... ・… － ..・ H ・－……………..・47 
骨巨細胞腫 ーーー… ・－………………・……・ 116




虚血耐性 ・・・………・………………....・ H ・－－…・71
12 
(M] I [SJ 
慢性降炎 ..・ H ・目・ ー ・ 伊 a ・ー ・…・・ ・2ss 1 酸素－ …・……… …・－－ …… ー …・… …228 
7 ウス…一…一 …ー… ＂・＂ . ．，．・…・… 92 I 酸素消費ー ….......……・ ・ー・ 一ー......・ 58
免疫能 －－ －－－…ー…・............… … …......13s 1 セグレチン……・・・－……－－…・ ………・－…・… 16
免疫能リソパ球サブセット…・....…・ ・・u • .... 14s I セメント充填 ……・・・……・・・….....・・・－…・116 
ミトコ ンドリア ー ‘ー … ・・・ ・－...・3 ｜先天性水頭症 …ー・・・・ ・ ・・・・…・－－…・…・.33 
ミトコ ンドりア酸化還元状態....・ぃ…－－－－－ ・21s I セノレレイン・ー ・ ι ・・ …ーー ・… －……－－・16 
モヤモヤ病…・ ................一・ ・・…・ ・・ 82 ｜視覚誘発電位……－…・・・・・……・………… － 33 
MR脳血管撮影 一＂＇・e・－…，............… .. z41 I神経細胞障害…・
｜心室形成術ー ・・・ー… …………… . .47 
[NJ ｜食道癌細胞株 .. •.• •. • ・153 
内膜肥厚 ・ー ・ 254 I傷害活性 ・ ・0・....・ H ・－…・……・・…・.....92 
軟寒天培養 …...... , ,...…・……・…・・153
熱ショック反応 .. •.• •••• • • ..・ ・0・－－ "24 
熱ショック蛋白 ー・・・ ・－－ － －－ u ・ ・24 
カーノレジピン ・ー 4・…........  ... .. • • •• 287 
脳動脈癌ー ・・・・ ー ……・・・・… ・・… • ・287 
脳移植 …........…・・・・ ・ －…….......ー ・＂・ 195
脳血管聖堂縮 ......……・…・・ー・－－ … • "287 
脳血管撮影一 －－－－ －－…………・ー －－－ 241 
脳一筋肉血管接合・…一 ・ー ・－ －－…..・H ・－－…・・ ・82 
脳虚血 ー ・ ーー....・0・・… ぃ・…..・H ・...7, 




ポリメタク リノレ酸メチノレ ・・ ………，．ω・ω・・ー 116 
PTA ・ω・・•• ー ..............・・h ・・ ・・..265 
PTCA ・ 目・・• ・・・・・・・・・e ・・・・…・， .... " 265 
[R] 
ライソ ノー ムー ・ー ・ 3
小児 …・・ • ・0・0・目・ー … … … ……………・・…一166
痔核結紫切除術 ....…..........………・………249
手術侵襲 ....・H ・－…………………………… 215
腫蕩壊死因子ー …・・......・ ・・・・…・……・…… ・92
走査電子顕微鏡 … … …………・………・……82
総隣胆管閉塞 ・…ー ........……・…・・…・・・・・…………3
捧炎－ ・……………………………＂＂・ H ・...16 
勝癌 ー・・ー ・ー ……・・………・……・203,285 
醇管内圧上昇 ・ー
弊虚血ー
勝全摘－ ..…・・・…...・ H ・－…..・ H ・－－…285
ストレス蛋白質70・－…
(T] 
多中心性発癌・・ 0 ・ ・ー .........…...・H ・－－……193
体性感覚誘発電位…・ーーー 一………・……………33
単層矯養 ハ ・ ・0・ － ………………・……153
Three color flow cytometry ・ー ・ー ・・・・・ ーー 135,145 
トランスロケー ション法..・・・・ ・・・・・u ... 297 
TPN ・・・a・・・ e ・・ 目・・ー－ ...・・・e ・・49 
(ZJ 
ライソゾーム酵素 －－ 一…0・…ぃ・…ー ・・16, 217 I前脳基底部 一..........ーー…・ ・0・ …・・195
ライソゾーム酵素の再分布 ・ ・ ・16 J 1磁器保存 ・ ・・ ・・ ・ 吐 222,228 
ラァト ・ ・11 I臓器潅流 … ・ ・58222 228 
レーゼルートレラ徴候 … ・203 I頭蓋外脳血管
リンパ球サブセット ・H ・H ・－－…・－……υ ・一－－ • 135 
日本外科宝函購読・投稿規定（平.3. 11.改正）



































平成 5年 6月 20日印刷













1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et al: 
Radioisotope scanning in auxiliary liver transplanta-
tion. Surg Gyn Obst 123：・ 1261-1273,1966 
2）三宅 儀：副腎皮質ホノレモンの浪~定と臨床．最新
医学 6’769-762，昭26.
3) Sissons HA: The growth of bone. In The 
Biochemistory and Physiology of Bone edited by 
Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 1956, 
p. 72. 
4）所安夫：脳腫毒事．東京，医学書院，昭34.
5) WolfS, Wolf HG: Human Gastic Function, London, 















TEL (075) 751-3659 
京都市左京区聖護院川原町54







































































Bd. 62 Nr. 1 Jan 1, 1993 

































活＂ “ 守医. ~ 噂 もd
?/,.,, e、必
. 
~ •' 、， e
＂＇~ 
.; ~ 鴫 φ













1）度 l官 民に~~修可のJ,f' jk があしわれることがある '"ftノ 干104東京都中央区銀座2 7-12 
日本外科宝函賜読・投稿規定 （平.3. 11.改正）



































平成 4年 12月 20日印刷










1) Faris TD, Dkihans 1¥J, Marchioro TL, et al: , 
Ra di即日topescanning in auxiliary liver transpl組 ta- ··~ 
tion. Surg Gyn Obst 123: 1261-1273, 1966. 
2）三宅 儀：副腎皮質ホノレモンの測定と臨床．最新
医学 6:769-782，昭26.
3) Sissons HA: The growth of bone. In The 
Biochemistory and Physiology of Bone edited by 
Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 1956, 
p. 72 
4）所安夫：脳腫蕩．東京，医学書院，昭34.
5) WolfS, Wolf HG: Human Gastic Function, London, 















TEL (075) 751-3659 
京都市左京区聖護院川原町54














Bd. 62 Nr. 2 Marz 1 1993 


















































































































平成 5年 2月 20日印刷










1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et al: 
Radioisotope scanning in auxiliary liver transplanta・ 
tion. Surg Gyn Obst 123: 1261-1273, 1966. 
2）三宅 儀：副腎皮質ホノレモンの測定と臨床．最新
医学 6:769-782，昭26.
3) Sissons HA: The growth of bone目 InThe 
Biochemistory and Physiology of Bone edited by 
Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 1956, 
p. 72. 
4）所安夫：脳腫湯東京，医学書院，昭34.
5) WolfS, Wolf HG: Human Gastic Function, London, 















TEL (075) 751-3659 
京都市左京区聖護院川原町54














Bd. 62 Nr. 3 Mai 1, 1993 












































噌・ , . 
’＂＇＂ 
a，ザ E理 d J 
必叫 "' ' 
・使用上の，主曹 副作用 I）消化器 tふこ＇~＇－七日持品川 氏；）；i、lk卜中lまたまIU: ／里、 fi<ll11；そ(:rAN~TD) E詫緯読書詰'1'1 店｜； ィ、↑）~＇~＇可 U)'l ,'1 '-ll，があしわれる4とがある










Bd. 62 Nr. 4 Juli 1, 1993 




>-I叫 ~pn ~~~r~ 、一角高！大学医学部外科整形外科学教室内
，本外科宝函編集室
③二互ヨむ









































































Bd. 62 Nr. 5 Sept 1, 1993 




( A~h Jpn Chir) ., 京也大学医学部外科整形外科学教室内



































































































平成 5年 8月 20日印刷










1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et d目
Radioisotope scanning in auxiliary liver tran叩fanta場
tion. Surg Gyn Obst 123：・ 1261-1273,1966. 明
2）三宅 儀：副腎皮質ホノレモンの測定と臨床．最新
医学 6:769-782，昭26.
3) Sissons HA: The growth of bone. In The 
Biochemistory and Physiology of Bone edited by 
Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 1956, 
p. 72. 
4）所安夫：脳腫蕩．東京，医学書院，昭34.
5) WolfS, Wolf HG: Human Gastic Function, London,., 















TEL (075) 751-3659 
京都市左京区聖護院川原町54
編集兼発行者 今 村 正 之
京都市上京区下立売通小！｜｜東入













Bd. 62 Nr. 6 Nov 1, 1993 





























顎骨周辺の錨巣炎 2.1次の患者には投与しないこと : 
用法・用量 l本剤の成分によるショ yヲの既往涯の晶る患者i










































































平成 5年 10月 20日印刷













1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et al: 
Radioisotope scanning in auxiliary liver transplanta-
tion. Surg Gyn Obst 123: 1261ー1273,1966目
2）三宅儀：副腎皮質ホルモンの測定と臨床．最新
医学 6:769-782，昭26.
3) Sissons HA: The growth of bone. In The 
Biochemistory and Physiology of Bone edited by 
Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 1956, 
p. 72. 
4）所安夫：脳腫蕩．東京，医学書院，昭34.
5) WolfS, Wolf HG：’ Human Gastic Function, London, 















TEL (075) 751-3659 
京都市左京区聖護院川原町54
今 村 正 之
京都市上京区下立売通小川東入
中 西 隆 太 郎
京都市上京区下立売通小川東入
中西印刷株式会社
京都大学医学部外科整形外科学教室
発行所 日本外科宝函編集室
代表者 今村正之
（振替口座京都←3691)
本誌に掲載された論文の無断転載を禁じます．
